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一
、
論
文
内
容
の
要
旨 

 
 
 

目
次 

 
 
 
 

本
博
士
論
文
は
「
序
論
」
、「
本
論
二
篇
」
、「
資
料
」
か
ら
成
る
。
序
論
で
は
先
行
研
究
、
本
研
究
の
課
題
な
ど
を
述
べ
、
竹
心
の
著
述
に
つ
い
て
概
要
を
ま

と
め
て
い
る
。
本
論
第
一
篇
は
、
竹
心
の
系
累
と
周
辺
の
人
物
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
で
あ
り
、
い
わ
ば
竹
心
の
人
間
関
係
の
考
察
を
行
っ
た
。
第
二
篇
は
、

竹
心
の
著
述
や
作
品
を
通
し
て
の
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
に
は
、
竹
心
に
関
す
る
年
表
と
竹
心
の
著
述
で
こ
れ
ま
で
未
翻
刻
の
著
述

（
射
和
文
庫
蔵
）
の
翻
刻
を
４
種
載
せ
て
い
る
。
本
論
文
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

序
論 

 
 

は
じ
め
に 

第
一
節 

不
住
斎
竹
心
紹
智
に
つ
い
て
の
研
究
状
況 

第
二
節 

本
研
究
の
課
題
及
び
研
究
方
法 

第
三
節 

竹
心
の
著
述
に
つ
い
て 

 
 
 
 

１
．
竹
心
の
著
述 

 
 
 
 

２
．
竹
心
の
著
書
を
と
り
あ
げ
た
書 

 

本
論 

 

第
一
篇 

 

竹
心
の
系
累
と
周
辺
の
人
物 

 
 

 

序 
 

第
一
章 

竹
心
の
系
累 

 
 
 

第
一
節 

実
父
南
條
玄
斎
紹
三
に
つ
い
て 
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１
．
南
條
玄
斎
紹
三
と
建
仁
寺 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
南
條
玄
斎
紹
三
と
西
本
願
寺 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
美
濃
大
垣
に
お
け
る
南
條
（
南
条
）
姓
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

４
．『
国
書
人
名
事
典 

第
三
巻
』
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

５
．
ま
と
め 

 
 
 

第
二
節 
北
尾
家
と
藪
内
家
と
の
つ
な
が
り 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
北
尾
家
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
北
尾
春
圃 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
北
尾
春
倫
、
春
轍 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
春
倫
の
識
語
の
あ
る
曲
直
瀬
道
三
著
『
涙
墨
紙
』
写
本
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

５
．
比
老
斎
竹
陰
紹
智 

 
 
 
 
 
 
 

６
．
大
垣
中
央
図
書
館
蔵
の
書
状 

 
 
 
 
 
 
 

７
．
ま
と
め 

 

第
二
章 

竹
心
の
周
辺
の
人
物 

 
 
 

第
一
節 

参
禅
の
師 

建
仁
寺
中
興
開
山 

雲
外
東
竺 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
雲
外
東
竺
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
雲
外
和
尚
百
寿
賀
哥 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
玉
椿
之
花
筒
と
和
歌 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
茶
碗 

禅
師 

 
 
 
 
 
 
 

５
．
八
十
八
歳
賀
詩 

 
 
 
 
 
 
 

６
．
ま
と
め 

 
 
 

第
二
節 

西
本
願
寺
と
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
本
願
寺
と
の
関
係 
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２
．
須
彌
蔵
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
ま
と
め 

 

第
二
篇 
竹
心
の
思
想 

 

序 
 

第
一
章 

竹
心
か
ら
み
た
「
茶
湯
」
「
茶
道
」
の
意
味
の
特
徴 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
竹
心
著
述
以
前
に
お
け
る
「
茶
湯
」
と
「
茶
道
」
の
語
の
使
用
状
況
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
茶
湯 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
茶
道 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
ま
と
め 

 

第
二
章 

道
具
の
視
点
か
ら 

 
 
 

第
一
節 

竹
心
好
女
郎
花
蒔
絵
棗
に
込
め
ら
れ
た
珠
光
の
精
神 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
竹
心
好
「
女
郎
花
棗
」
の
作
品
の
概
要 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
二
つ
の
箱
書 

～
竹
心
箱
書
と
自
得
斎
箱
書 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
珠
光
の
「
御
尋
之
事
」 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
女
郎
花
絵
賛
掛
物 

 
 
 
 
 
 
 

５
．「
茶
左
右
礼
和
止
至
善
」 

 
 
 
 
 
 
 

６
．
ま
と
め 

 
 
 

第
二
節 

「
不
住
斎
竹
心
背
面
自
画
賛
」
に
つ
い
て 

～
視
線
の
先
に
あ
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 

１
．『
真
向
翁
』
と
『
茶
話
真
向
翁
』
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
竹
心
著
『
真
向
翁
』
の
執
筆
意
図 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
作
品
の
概
要 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
ま
と
め 
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第
三
節 

竹
心
の
道
具
の
一
覧 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
竹
心
道
具
の
特
徴 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
竹
心
の
道
具
の
一
覧 

 

第
三
章 
竹
心
か
ら
み
た
当
世
の
茶
湯
の
世
界 

 
 
 

第
一
節 
正
風
流
と
異
風
流 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
正
風
流 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
異
風
流 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
藪
内
家
の
位
置
づ
け 

 
 
 

第
二
節 

当
世
の
茶
湯
界
へ
の
指
摘 

～
竹
心
の
著
述
の
観
点
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
正
直
清
浄
の
道
か
ら
離
れ
た
茶 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
禮
和
質
朴
の
法
か
ら
離
れ
た
茶 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
本
意
を
損
な
う
例 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
誤
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

５
．
ま
と
め 

 
 
 

第
三
節 

竹
心
以
外
の
人
の
当
世
の
茶
湯
批
判 

 
 
 
 
 
 
 

１
．『
独
語
』 

 
 
 
 
 
 
 

２
．『
南
方
録
』 

 
 
 
 
 
 
 

３
．『
清
巖
禅
師
茶
事
十
八
ヶ
条
』 

 
 
 
 
 
 
 

４
．『
茶
話
抄
』 

 
 
 
 
 
 
 

５
．『
又
玄
夜
話
抜
粋
』 

 
 
 
 
 
 
 

６
．
ま
と
め 

 
 
 

第
四
節 

正
直
清
浄
の
道
、
禮
和
質
朴
の
法
と
は 

 
 
 
 
 
 
 

１
．
正
直
の
道 

- 5 - 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

２
．
清
浄
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

３
．
禮
和
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

４
．
質
朴
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

５
．
ま
と
め 

  
 

む
す
び
に 

 
 

謝
辞 

 

資
料 

 

年
表 

 
 
 
 
 
 
 

射
和
文
庫
蔵 

竹
心
著
の
写
本
の
翻
刻 

 
 
 
 
 
 
 
 

『
数
奇
の
記
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

『
茶
人
石
う
す
殿
の
記
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

『
初
音
の
記
』（
右
の
紀
事
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

『
茶
道
た
の
も
し
く
の
記
』 

 
 

 

第
一
篇
に
お
け
る
問
題
の
所
在
と
考
察
の
結
果 

 
 

人
間
関
係
は
個
人
の
存
在
を
映
す
鏡
で
あ
り
、
集
団
の
中
に
あ
っ
て
は
そ
の
人
の
位
置
や
役
割
が
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
篇
は
竹
心
の
系
累
及
び
周
辺
の

人
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
。 

  

第
一
章
に
お
い
て
は
竹
心
の
系
累
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
竹
心
の
実
父
に
遡
り
調
査
を
行
っ
た
。
藪
内
家
五
代
家
元
不
住
斎
竹
心
紹
智
（
一
六
七

八
―
一
七
四
五
）
は
四
代
家
元
蕉
雲
斎
剣
渓
紹
智
（
一
六
五
四
―
一
七
一
二
）
の
内
室
、
古
雲
貞
松
（
―
一
七
五
二
）
の
実
弟
で
あ
り
、
剣
渓
の
女
婿
と
な
り
家
元
を

継
承
し
た
。
竹
心
の
実
父
の
南
條
玄
斎
紹
三
（
一
六
二
一
―
一
六
八
五
）
は
、
こ
れ
ま
で
に
美
濃
大
垣
の
儒
者
［
永
島
福
太
郎
，
一
九
九
三
］
、
西
本
願
寺
の
門
主
の
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典
医
［
伊
藤
東
慎
，
一
九
九
四
］
、
京
都
の
医
家
の
出
な
ど
諸
説
あ
り
、
竹
心
自
身
も
美
濃
大
垣
の
儒
者
［
村
井
康
彦
、
筒
井
紘
一
、
赤
沼
多
佳
篇
，
二
〇
〇
一
］
と

い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。 

 

大
垣
に
お
け
る
南
條
（
条
）
姓
、
医
業
の
知
識
を
学
ん
だ
流
派
や
場
所
の
門
人
録
、
京
で
の
医
者
と
し
て
の
記
録
、
西
本
願
寺
で
の
記
録
な
ど
に
つ
い
て
は
現
段
階

で
は
南
條
氏
の
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
建
仁
寺
両
足
院
の
伊
藤
東
慎
氏
に
よ
れ
ば
、
南
條
氏
の
妻
は
藪
内
家
の
出
身
で
あ
り
、
娘
は
剣
渓
に
嫁
ぎ
、
息
子

が
剣
渓
の
女
婿
と
な
り
、
建
仁
寺
三
〇
九
世
以
成
東
規
（
一
六
〇
九
―
一
六
八
五
）
に
参
禅
し
、
墓
地
が
建
仁
寺
両
足
院
に
あ
る
点
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
年
代
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
南
條
氏
は
寂
如
上
人
の
典
医
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
竹
心
は
七
歳
で
実
父
と
死
別
し
て
か
ら
、
二
十
五
歳

で
北
野
天
満
宮
八
百
年
萬
燈
会
に
お
い
て
藪
内
家
の
人
間
と
し
て
献
茶
を
行
う
ま
で
の
間
、
ど
こ
で
過
ご
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
証
拠
と
な
る
も

の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
建
仁
寺
三
一
〇
世
雲
外
東
竺
に
参
禅
し
て
い
る
点
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
美
濃
大
垣
に
住
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
京
で
過
ご
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
節
は
北
尾
家
と
藪
内
家
に
つ
い
て
の
関
係
で
あ
る
。 

 

南
條
氏
と
北
尾
家
は
美
濃
や
医
師
と
い
う
点
で
関
係
が
あ
る
の
か
、
藪
内
家
と
大
垣
藩
を
繋
い
だ
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
、
北
尾
家
に
関
し

て
い
く
つ
か
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
①
大
垣
に
現
存
す
る
『
河
地
家
文
書
』
の
「
俵
町
宗
門
改
帳
」（
一
七
〇
七
年
、
一
七
二
一
年
）
よ
り
北
尾
春
倫
一
族
の

家
族
構
成
、
②
春
倫
の
父
親
の
医
術
は
『
山
脇
家
門
人
帳
』（
一
六
七
八
―
一
六
九
二
）
に
記
載
が
あ
り
、
曲
直
瀬
流
の
流
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
、
③
春
倫
に
つ

い
て
は
『
平
安
人
物
志
』（
一
七
六
八
年
）
、『
京
羽
二
重
』（
一
七
六
八
年
）
に
職
名
や
所
在
地
が
掲
載
、
④
杏
雨
書
屋
蔵
『
山
脇
東
洋
門
人
帳
』
に
は
一
七
六
二
年
か

ら
六
八
年
に
か
け
て
六
人
の
門
弟
の
取
次
を
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
春
倫
は
京
で
医
師
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
、
竹
心
の
女
婿
と
な
り
、

竹
心
の
も
と
で
茶
道
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

藪
内
家
と
大
垣
藩
の
結
び
つ
き
を
裏
付
け
る
手
紙
十
八
点
（
大
垣
中
央
図
書
館
蔵
）
は
、
六
代
家
元
比
老
斎
、
八
代
家
元
竹
猗
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
竹
心
の

足
跡
は
大
垣
で
は
現
段
階
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
美
濃
大
垣
と
西
本
願
寺
の
関
係
は
、
西
本
願
寺
の
寂
如
上
人
（
一
六
五
一
―
一
七
二
五
）
の
代
か
ら
は
結
び
つ
き
が

始
ま
り
、
藪
内
家
と
大
垣
藩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
美
濃
大
垣
出
身
の
北
尾
春
倫
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

医
学
史
の
面
か
ら
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
北
尾
春
倫
の
識
語
が
あ
る
曲
直
瀬
道
三
著
の
『
涙
墨
紙
』
の
写
本
（
一
七
三
六
）
に
は
「
然
則
老
嫗
者
南
条
翁
之
桑
君
也
、

南
条
翁
者
我
桑
君
也
」
と
あ
り
、
南
条
翁
は
我
が
祖
先
あ
る
い
は
師
と
い
う
意
味
の
一
文
の
記
載
が
あ
る
。
文
中
の
南
条
信
斎
と
い
う
人
物
と
南
條
玄
斎
の
関
係
性
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
北
尾
家
と
南
條
家
を
繋
ぐ
可
能
性
の
あ
る
文
献
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 
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第
二
章
に
お
い
て
は
、
竹
心
の
周
辺
の
人
物
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。 

 
第
一
節
で
は
竹
心
の
参
禅
の
師
で
あ
る
建
仁
寺
の
雲
外
東
竺
（
一
六
二
九
―
一
七
三
〇
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
雲
外
和
尚
百
歳
の
高
寿
に
達
し
た
際
に
竹
心
が
贈

っ
た
七
言
絶
句
と
和
歌
に
添
え
て
贈
っ
た
花
筒
や
茶
碗
な
ど
か
ら
、
雲
外
東
竺
が
逝
去
す
る
ま
で
師
弟
関
係
で
強
く
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

第
二
節
で
は
西
本
願
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
藪
内
家
は
西
本
願
寺
の
茶
道
師
家
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
寂
如
上
人
の
代
ま
で
は
交
流
の
記
録
が
残
る
。
し
か
し
、

寂
如
上
人
遷
化
以
降
、
西
本
願
寺
の
継
職
問
題
が
起
こ
り
、
竹
心
晩
年
の
二
十
年
間
は
西
本
願
寺
と
の
関
係
が
途
絶
え
る
。
藪
内
家
焼
失
後
、
西
本
願
寺
か
ら
移
築
さ

れ
た
須
彌
蔵
は
、
寂
如
上
人
が
竹
心
に
依
頼
し
て
享
保
年
間
に
建
て
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
八
代
家
元
竹
猗
の
西
本
願
寺
に
宛
て
た
手
紙
に
は
文
如
上
人
が
依
頼
し

た
と
記
載
が
あ
り
、
真
偽
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
須
彌
蔵
の
前
面
の
柱
に
彫
ら
れ
て
い
る
七
言
二
句
に
は
、
竹
心
の
茶
道
の
正
風
を
守
る
強
い
信
念

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。 

  
 
 

第
二
篇
に
お
け
る
問
題
の
所
在
と
考
察
の
結
果 

 
 

第
二
篇
は
、
竹
心
の
思
想
に
つ
い
て
の
分
析
と
考
察
で
あ
る
。 

  

第
一
章
に
お
い
て
は
、
竹
心
の
著
書
に
み
ら
れ
る
「
茶
道
」
と
「
茶
湯
」
の
語
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
竹
心
の
著
述
以
前
に

書
か
れ
た
茶
書
三
十
三
種
を
と
り
あ
げ
、「
茶
」
に
関
す
る
語
の
使
用
に
つ
い
て
時
代
を
追
い
な
が
ら
調
査
し
、
そ
の
上
で
竹
心
の
著
述
か
ら
「
茶
湯
」「
茶
道
」
の
語

を
抽
出
し
分
類
し
特
徴
を
ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
寺
院
や
武
家
社
会
で
飲
ま
れ
て
い
た
喫
茶
や
茶
禮
は
、
珠
光
に
よ
り
茶
に
「
道
」
の
精
神
が
加
わ
り
、
紹
鷗
で
「
茶

湯
の
道
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、「
數
奇
の
道
」「
茶
湯
道
」「
數
奇
道
」「
茶
道
」
と
い
う
語
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
「
茶
道
」
が

意
味
す
る
語
は
一
六
四
〇
年
代
の
『
長
闇
堂
記
』、
一
六
六
〇
年
代
の
『
御
飾
書
原
文
』『
清
巌
禅
師
茶
事
十
八
ヶ
条
』
の
頃
か
ら
徐
々
に
用
い
ら
れ
、
一
七
二
〇
年
前

後
か
ら
よ
く
使
わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
茶
を
つ
か
さ
ど
る
人
を
意
味
す
る
「
さ
だ
う
」(

茶
堂
、
茶
道)

と
い
う
言
葉
も
『
酒
茶
論
』(

一
五
六
四)

か
ら
み
ら
れ
る
）
。
し
か
し
、「
茶
道
」
と
い
う
語
は
『
江
岑
夏
書
』
、
『
隨
流
斎
延
書
』
や
山
田
宗
偏
『
茶
道
便
蒙
抄
』、
『
小
堀
遠
州
書
捨
文
』
、
『
杉
木
普
斎
伝
書
抄
』

で
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
茶
道
」
が
意
味
す
る
語
は
家
元
や
家
元
周
辺
か
ら
発
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
竹

心
が
著
述
を
始
め
た
頃
は
ま
さ
に
「
茶
道
」
と
い
う
語
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
茶
湯
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
道
か
ら
離
れ
た
遊
芸
化
し

た
茶
湯
が
広
ま
っ
た
時
期
と
も
重
な
る
。
竹
心
の
と
ら
え
た
「
茶
道
」
の
意
味
に
は
、
禅
と
儒
教
の
二
面
性
を
含
み
、
修
己
治
人
の
思
想
も
含
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
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か
と
な
っ
た
。 

 
第
二
章
は
、
道
具
の
視
点
か
ら
、
竹
心
の
精
神
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

第
一
節
は
、
竹
心
好
女
郎
花
蒔
絵
棗
に
つ
い
て
棗
の
箱
書
に
記
し
た
歌
や
、
「
女
郎
花
絵
賛
」
や
著
述
を
手
掛
り
に
、
女
郎
花
棗
の
制
作
背
景
を
検
討
し
た
。
こ
の

棗
に
描
か
れ
て
い
る
女
郎
花
は
、
花
弁
の
美
し
さ
よ
り
も
直
立
し
た
茎
の
姿
を
強
調
し
て
い
る
。
利
休
へ
続
く
道
程
を
歩
み
、
現
世
の
風
潮
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
茶

道
に
向
か
う
竹
心
の
姿
勢
は
、
女
郎
花
の
天
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
姿
に
重
な
る
。
竹
心
の
著
述
『
源
流
茶
話
』『
茶
道
霧
之
海
』『
行
言
録
』
に
記
述
さ
れ
て

い
る
「
お
尋
の
事
」
に
あ
る
時
流
に
お
も
ね
ら
な
い
珠
光
の
茶
湯
の
精
神
が
、
女
郎
花
棗
を
創
作
す
る
原
点
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

第
二
節
で
は
、
不
住
斎
竹
心
背
面
自
画
賛
を
取
り
上
げ
、
竹
心
の
著
述
や
関
竹
泉
の
『
茶
話
真
向
翁
』
『
続
茶
話
真
向
翁
』
な
ど
か
ら
画
賛
の
意
味
、
制
作
背
景
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
竹
心
の
背
面
坐
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
壁
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
面
壁
打
坐
の
姿
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、

賛
と
絵
が
か
み
合
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
面
壁
打
坐
の
場
合
あ
ら
ゆ
る
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
界
観
が
展
開
す
る
の
で
、
世
間
の
目
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
利
休
が
改
正
大
成
し
た
茶
道
を
守
る
こ
と
に
執
着
し
て
い
る
姿
は
面
壁
打
坐
の
世
界
観
と
は
異
な
る
。
竹
心
の
視
線
の
先
に
は
壁
で
は
な
く
利
休
が
鎮
座

し
、
利
休
の
精
神
か
ら
か
け
離
れ
た
世
間
か
ら
み
れ
ば
竹
心
の
姿
は
背
面
を
向
い
て
い
る
と
写
っ
た
と
の
解
釈
に
至
っ
た
。 

第
三
節
で
は
、
竹
心
の
自
画
賛
、
自
作
の
茶
碗
や
茶
杓
、
竹
心
が
つ
け
た
銘
の
あ
る
も
の
な
ど
、
百
十
三
点
に
つ
い
て
、
様
々
な
文
献
や
図
録
な
ど
か
ら
一
覧
表
に

ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
竹
心
が
つ
け
た
銘
に
着
目
す
る
と
、
禅
や
儒
教
の
み
な
ら
ず
、
漢
詩
や
能
な
ど
が
創
作
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

  

第
三
章
に
お
い
て
は
、
竹
心
か
ら
み
た
当
世
の
茶
湯
の
世
界
観
に
つ
い
て
、
著
述
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
節
は
、
竹
心
の
と
ら
え
た
風
流
に
つ
い
て
の
考
察
で

あ
る
。
竹
心
は
茶
湯
の
風
流
を
正
風
流
、
異
風
流
の
二
つ
に
分
類
し
、
正
風
流
は
自
然
と
閑
雅
な
る
風
の
こ
と
で
利
休
が
改
正
大
成
し
た
茶
道
を
い
い
、
異
風
流
と
は

正
風
流
以
外
の
も
の
と
定
義
し
、
さ
ら
に
一
時
の
風
流
と
殺
風
流
に
分
類
し
て
い
る
。
異
風
流
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
、
藪
内
家
の
あ
る
べ
き
姿
勢
、
位
置
づ
け
は

正
風
流
に
あ
る
と
述
べ
る
。
竹
心
の
と
ら
え
た
風
流
は
お
の
ず
か
ら
な
る
も
の
で
、
そ
の
状
態
が
完
成
し
た
状
態
で
あ
る
と
考
え
、
あ
え
て
そ
こ
に
つ
く
ろ
っ
た
り
、

求
め
た
り
す
る
こ
と
は
完
成
し
た
状
態
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

竹
心
の
著
述
の
意
図
は
、
利
休
の
正
風
が
異
風
流
に
妨
げ
ら
れ
、
後
世
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
竹
心
は
案
じ
著
し
た
の
で
あ
る
。
当
世
の
誤
り
を
「
魚
目
の
な
ぞ
ら

へ
」
と
批
判
し
、「
当
世
と
古
儀
と
の
齟
齬
」
を
指
摘
し
記
す
こ
と
で
「
迷
ひ
を
解
て
目
ざ
ま
し
草
に
し
後
世
に
伝
之
」（
『
目
覚
ま
し
草
』
）
と
述
べ
、
茶
人
を
望
ま
し

い
方
向
へ
導
こ
う
と
著
述
を
残
し
て
い
る
。
孔
子
の
学
問
が
異
端
邪
説
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
、
後
世
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
作
ら
れ
た
『
中
庸
』
の
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著
述
の
意
図
と
も
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
第
二
節
で
は
当
世
の
茶
湯
界
へ
の
指
摘
に
つ
い
て
、
『
源
流
茶
話
』
『
茶
道
霧
之
海
』
『
茶
道
朱
紫
』『
茶
友
絶
交
論
』『
行
言
録
』
な
ど
か
ら
批
判
箇
所
、
指
摘
し
た

点
を
抽
出
し
体
系
的
に
整
理
し
、
竹
心
が
理
想
と
し
た
茶
道
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
一
助
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
竹
心
の
当
世
の
茶
湯
に
対
す
る
批
判
は
量
的
に
は

「
禮
和
質
朴
の
法
」
の
部
分
に
集
中
し
て
お
り
、
家
元
の
立
場
か
ら
初
心
者
を
惑
わ
せ
る
行
為
に
対
し
て
鋭
い
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
世
の
茶
湯
と
利
休

の
正
風
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
詳
細
に
間
違
い
を
正
し
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

第
三
節
で
は
竹
心
の
憂
え
た
当
世
の
茶
湯
に
対
す
る
評
価
と
、
他
者
の
客
観
的
な
評
価
と
の
違
い
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
竹
心
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
様
々
な
立
場
か
ら
、

当
世
の
茶
に
つ
い
て
の
評
価
を
と
り
あ
げ
、
竹
心
と
の
比
較
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
竹
心
の
指
摘
し
た
点
は
他
者
の
評
価
と
合
致
し
、
竹
心
は
事
実
を
客
観
的
に
と

ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
千
家
と
竹
心
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
千
家
は
多
く
の
茶
湯
を
学
び
た
い
と
い
う
人
に
門
戸
を
開
き
「
花
鳥
、
茶
か
ぶ
き
」
を

考
案
し
茶
湯
を
楽
し
む
中
で
自
己
の
「
事
サ
」
を
磨
き
茶
湯
の
心
を
学
ん
で
も
ら
う
立
場
に
た
つ
。
一
方
、
竹
心
は
、
当
世
の
茶
湯
に
門
戸
を
閉
じ
る
も
の
の
、
多
く

の
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
初
心
者
、
後
世
の
人
の
た
め
に
多
く
の
著
述
に
残
す
。
当
世
の
茶
湯
に
対
し
て
共
通
認
識
を
も
つ
も
の
の
、

伝
統
を
守
り
つ
つ
も
時
代
の
波
に
調
和
し
た
形
を
模
索
し
た
千
家
と
、
利
休
の
正
風
に
立
ち
返
り
茶
湯
を
浄
化
し
よ
う
と
試
み
た
竹
心
と
で
は
当
世
の
茶
湯
に
対
す
る

対
処
の
仕
方
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。 

 

第
四
節
は
利
休
が
改
正
大
成
し
た
正
直
清
浄
の
道
、
禮
和
質
朴
の
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。 

 

利
休
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
竹
心
は
茶
湯
に
お
け
る
倫
理
観
、
つ
ま
り
善
悪
、
正
邪
の
判
断
基
準
を
利
休
に
求
め
て
い
る
。
竹
心
は
利
休
の
改
正
大

成
し
た
茶
道
を
模
範
と
し
、
そ
こ
に
普
遍
的
価
値
を
お
き
、
家
元
と
し
て
の
倫
理
観
を
貫
き
と
お
し
て
い
る
。 

 

竹
心
は
茶
道
は
「
内
意
禪
ニ
よ
り
て
心
を
す
ま
し
め
正
直
清
浄
を
宗
と
し
外
世
法
仁
義
禮
和
の
行
儀
ニ
則
り
」
、
そ
の
上
で
「
人
と
共
に
た
の
し
ミ
侍
れ
は
上
下
の

禮
正
し
く
朋
友
の
交
わ
り
あ
つ
ふ
し
て
淳
和
の
風
に
あ
ふ
ぎ
世
に
有
が
た
か
る
べ
き
道
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
茶
道
を
通
し
て
自
己
と
対
峙
す
る
修
道
面

（
正
直
清
浄
の
道
）
と
、
秩
序
・
法
を
含
む
亭
主
と
客
と
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
社
交
面
（
禮
和
質
朴
の
法
）
の
二
面
性
を
含
み
、
竹
心
の
世
界
観
は
、
禅
を
中
心

と
す
る
大
乗
仏
教
思
想
と
修
己
治
人
の
思
想
や
『
中
庸
』
な
ど
を
含
む
儒
教
の
思
想
的
枠
組
み
か
ら
導
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

茶
道
は
単
に
五
感
を
楽
し
む
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
竹
心
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
己
と
対
峙
し
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
と
い
う
繊
細
な
感
覚
を
備
え
た
文

化
で
あ
る
。
正
直
清
浄
禮
和
質
朴
の
精
神
は
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
も
ゆ
る
ぎ
の
な
い
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
竹
心
の
批
判
し
た
点
は
現
代
の
茶
湯
界
に
も
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。 

 

人
間
教
育
の
場
と
し
て
人
間
関
係
を
育
む
場
と
し
て
、
茶
道
を
次
代
に
伝
え
る
こ
と
は
変
化
の
大
き
い
社
会
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
竹
心
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が
求
め
た
茶
道
の
本
質
を
学
ぶ
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
が
茶
道
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、
将
来
に
向
け
て
茶
道
を
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
守
り
伝

え
て
い
く
の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
一
つ
の
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

二
、
本
論
文
の
評
価
さ
る
べ
き
特
色 

① 

不
住
斎
竹
心
は
江
戸
時
代
文
化
の
爛
熟
し
た
元
禄
時
代
に
青
年
期
を
過
し
た
。
こ
の
頃
茶
道
は
、
遊
興
に
流
れ
て
茶
道
の
本
意
を
失
い
、
竹
心
の
言
を
か
り
れ
ば

「
古
風
を
そ
し
り
、
饗
筵
の
風
流
、
器
軸
の
玩
興
と
な
し
侍
る
こ
と
本
意
な
き
事
な
れ
」（
『
源
流
茶
話
』
）
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
藪
内
家
五
代
家
元
と
な
っ
た
竹

心
は
、
こ
れ
を
激
し
く
論
難
し
、
利
休
の
正
風
に
帰
る
べ
き
事
を
主
張
し
た
、
当
代
を
代
表
す
る
茶
人
で
あ
り
、
『
源
流
茶
話
』
な
ど
の
著
述
に
よ
っ
て
後
世
の
茶
道

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
勝
れ
た
茶
人
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
的
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
現
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
岩
田
氏
の
本
論
文

は
そ
の
嚆
矢
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。 

 

② 

論
者
岩
田
氏
は
、
本
論
文
作
成
に
当
っ
て
、
持
前
の
行
動
力
に
よ
っ
て
、
精
力
的
に
資
料
を
集
め
た
。
全
国
の
図
書
館
を
調
査
し
て
関
係
資
料
を
さ
が
し
、
竹
心

の
実
父
や
竹
心
と
関
係
深
い
北
尾
家
に
つ
い
て
は
美
濃
大
垣
に
出
向
い
て
調
査
を
行
い
、
竹
心
周
辺
の
重
要
人
物
で
あ
る
建
仁
寺
雲
外
に
つ
い
て
も
現
地
に
お
も
む
い

て
資
料
を
集
め
る
な
ど
し
た
。 

 

筆
ま
め
で
あ
っ
た
竹
心
の
著
書
は
三
十
種
も
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
論
者
は
そ
の
主
要
な
も
の
十
八
種
に
目
を
通
し
、
そ
の
内
容
を
解
説
し
、
更
に
竹
心
の
茶
書
を
取

り
上
げ
て
い
る
他
の
人
の
書
物
ま
で
調
査
吟
味
す
る
と
い
う
周
到
さ
を
発
揮
し
て
い
る
。 

 

③ 

本
論
文
は
「
序
論
」「
本
論
」「
資
料
」
の
三
部
か
ら
成
る
。
そ
の
う
ち
の
本
論
は
二
篇
よ
り
な
り
、
そ
の
第
一
篇
は
、
竹
心
の
系
累
と
周
辺
の
人
物
、
い
わ
ば
竹

心
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
り
、
第
二
篇
は
竹
心
の
著
述
や
作
品
を
通
し
て
の
思
想
の
研
究
で
あ
る
が
、
第
一
、
第
二
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
右
に
述
べ

た
如
き
周
到
な
資
料
収
集
と
そ
の
吟
味
の
成
果
が
現
れ
、
説
得
力
の
あ
る
論
と
な
っ
て
い
る
。 

 

④ 

本
論
文
に
「
思
想
と
背
景
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
論
者
の
い
ち
ば
ん
の
関
心
は
竹
心
の
茶
道
思
想
の
究
明
で
あ
る
。 

 

一
般
的
に
誰
か
の
思
想
を
研
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
著
作
が
一
等
資
料
と
し
て
中
心
に
な
る
の
は
当
然
で
、
本
論
の
論
者
も
そ
の
点
に
つ
い
て
の
怠
り
は
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な
い
が
、
同
時
に
論
者
は
、
竹
心
の
好
み
の
道
具
で
あ
る
「
女
郎
花
蒔
絵
棗
」
と
竹
心
の
自
画
像
で
あ
る
「
背
面
自
画
賛
」
の
考
察
を
通
し
て
竹
心
の
茶
道
思
想
を
活

写
し
て
み
せ
る
。
こ
れ
は
本
論
文
中
の
最
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
本
論
文
を
、
こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
竹
心
研
究
中
の
白
眉
に
押
し
上
げ

さ
せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
も
あ
る
。 

 

竹
心
好
「
女
郎
花
蒔
絵
棗
」
に
は
、
一
本
の
女
郎
花
が
棗
の
胴
部
か
ら
蓋
に
伸
び
、
更
に
反
対
側
の
胴
部
へ
と
ま
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
る
図
が
蒔
絵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
女
郎
花
の
図
柄
は
お
そ
ら
く
珠
光
の
「
お
尋
の
事
」
の
最
後
に
付
さ
れ
た 

 
 

こ
こ
に
し
も 
な
に
匂
ふ
ら
ん 

女
郎
花 

 
 
 
 

人
の
も
の
言
い
さ
が
に
く
き
世
に 

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
僧
正
遍
照
の
こ
の
歌
に
珠
光
が
読
み
取
っ
た
の
は
、
世
の
人
々
の
物
言
い
が
さ
が
に
く
い
（
う
る
さ
い
）
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
を

気
に
し
た
り
、
咲
き
方
を
変
え
た
り
し
よ
う
と
は
せ
ず
た
だ
無
心
に
、
自
然
に
、
お
の
れ
の
あ
る
が
ま
ゝ
に
咲
い
て
い
る
だ
け
の
女
郎
花
の
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に
茶
道

の
究
極
の
あ
り
方
を
う
つ
し
見
た
の
で
あ
る
が
、
竹
心
も
そ
の
心
を
お
の
れ
の
茶
道
の
あ
り
よ
う
に
汲
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
棗
に
竹
心
が
託
し
た
心
は
、
現

世
の
誤
っ
た
風
潮
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
天
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
咲
く
女
郎
花
の
よ
う
に
正
し
い
道
を
進
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
心
で
あ
る
。
曲
が
る
こ
と
な
く

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
道
の
先
に
鎮
座
す
る
の
は
千
利
休
で
あ
り
、
茎
の
姿
に
己
の
進
む
茶
道
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
論
者
は
解
説
し
て
い
る
。 

 

竹
心
の
自
画
像
「
背
面
自
画
賛
」
は
、
こ
ち
ら
に
背
中
を
見
せ
て
む
こ
う
向
き
に
坐
る
人
物
に 

 
 

い
か
に
せ
ん
か
の
に
む
か
へ
ば 

世
に
そ
む
く 

 
 
 
 

そ
む
こ
と
ま
ゝ
よ
か
の
に
む
か
は
む 

 
 

 

此
坊
主
真
向
き
に
な
り
て
坐
し
た
る
を 

 
 
 
 

背
面

ソ

ム

ク

と
人
の
み
る
ぞ
お
か
し
き 

と
い
う
賛
の
着
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

二
首
の
歌
意
を
論
者
は
、「
ど
う
し
よ
う
か
、
か
の
利
休
に
向
か
え
ば
世
に

背そ

む

く
こ
と
に
な
る
。
背
く
こ
と
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
、
利
休
の
方
に
向
か
お
う
」

「
こ
の
坊
主
は
正
し
い
方
向
に
真
向
き
に
な
っ
て
坐
っ
て
い
る
の
に
、
背
い
て
い
る
と
人
が
見
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
」
と
解
き
明
か
す
。
こ
う
し
て
論
者
は
、

「
女
郎
花
蒔
絵
棗
」
と
「
背
面
自
画
賛
」
か
ら
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
竹
心
の
思
想
を
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
上
ら
せ
て
見
せ
た
。
そ
の
力
量
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。 
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⑤ 

第
三
章
に
お
い
て
は
、
竹
心
の
思
想
が
、
今
度
は
定
石
ど
お
り
、
彼
の
著
述
を
基
礎
資
料
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。 

 

こ
こ
で
先
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
竹
心
の
「
正
風
流
」
と
「
異
風
流
」
の
思
想
で
あ
る
。
正
風
流
と
は
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
利
休
の
風
で
あ
り
、
織
部
、
宗
旦
、

遠
州
、
光
悦
等
は
す
べ
て
異
風
流
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
者
は
、
竹
心
の
著
作
を
本
に
し
て
一
覧
表
と
し
て
示
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
論
者
の
古
文
読
解
力
と
内
容
整
理

の
巧
み
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

⑥ 

第
三
章
の
最
後
で
は
、
竹
心
が
標
榜
し
た
「
正
直
・
清
浄
」「
禮
和
・
質
朴
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
論
者
の
整
理
の
巧
み
さ
が
光
る
。 

 

三
、
残
さ
れ
た
課
題 

 

既
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
本
論
文
は
竹
心
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
初
め
て
の
論
考
と
し
て
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
敢
え
て
難
点
を
挙
げ
れ
ば
、

特
に
第
三
章
以
下
で
扱
っ
た
思
想
論
に
お
い
て
い
ま
一
歩
の
深
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

総
じ
て
思
想
の
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
の
優
劣
を
決
定
的
に
左
右
す
る
の
は
、
論
者
自
身
の
思
想
的
成
熟
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
か
し
一
朝
一
夕
に
し
て
身
に

つ
く
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
本
論
文
の
論
者
は
こ
の
方
面
で
の
素
質
を
十
分
に
具
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
竹
心
の
思
想
研
究
の
深
化
と
自
身
の
思
想
の
深
化

と
は
相
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
て
の
更
な
る
歩
み
を
期
待
す
る
。 

 

四
、
審
査
結
果
の
要
旨 

 

以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
本
論
文
を
上
記
三
名
の
審
査
委
員
に
よ
っ
て
、
着
想
の
独
創
性
、
叙
述
の
的
確
さ
、
構
成
の
整
合
性
な
ど
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
全
員
の
一
致
を
も
っ
て
、
上
記
学
位
申
請
者
に
博
士
（
芸
術
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。 
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